
第5４期 第２四半期決算説明資料
（2019年4月1日 ～ 2019年9月30日）

1

（東証1部 証券コード:6928）



2020年3月期第2四半期
業績説明
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●連 結

 売上高は9.4％増収となったが、営業利益は6.7%減益
車載向けは堅調だがモバイル向けの停滞、品目構成の変化により営業減益に

 円高により為替差損を計上し、経常利益は23.4％減益

2020年3月期第2四半期決算 業績比較
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 営業外損益の主な要因は、昨年は関連会社（非連結）からの配当金及び
円高による為替影響

経常利益増減要因

単位:百万円

19年3月期２Q
経常利益

654 -20 -17 -116
売上総利益
の減少

販売費及び
一般管理費
の増加 営業外損益

501

2020年3月期第２四半期経常利益増減要因

20年3月期２Q
経常利益



2019年3月期用途別量産品売上割合
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 車載向け部品は1台当たりの電子部品搭載率の増加により堅調な推移。

 モバイル向け部品については、２Qは好調な１Qと比較しスマホ部品に
貿易摩擦等の影響で停滞。北米向けなどを中心に３Qからの増加を見込む。

 ウェアラブル端末向け需要は上記環境においても比較的堅調に推移。

 民生、産機向けは汎用的用途のリードフレームが足踏み。
データセンタ投資の世界的増大の本格化は来期以降に後倒し。
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①ＩＣ・トランジスタ用リードフレーム
・車載向けは変わらず堅調に推移。

②オプト用リードフレーム
・インフラ整備、アドバタイズメント需要は年初の調整局面以降低調。
・１Qと比較して若干の持ちなおしも、はっきりとした上昇には至らず。

③コネクタ用部品
・車載向けの需要は大きな変化なく堅調。
・ウェアラブル向け部品の需要は比較的安定。
・米中貿易摩擦の影響を受けて一時停滞するも、足元で回復基調。

2020年3月期第2四半期 製品群別売上高
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 有利子負債の増加は、グリーンローン（後述）の実行500百万円による
（新規事業への投資を目的とした融資実行）

 自己資本比率＝64.7%、2019年3月期から変動なし（64.1%）

2020年3月期第２四半期貸借対照表
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2020年3月期第2四半期 キャッシュフロー計算書

 営業キャッシュフローは631百万円に改善、
有価証券売却益等がなくなり、フリーキャッシュフローは▲53百万円へ

 減価償却費の増加は金型償却費の増加
 前期の有形固定資産売却収入はフィリピンの拠点集約に伴う建物処分
 前期の有価証券売却収入は主にCGコードに準拠した政策保有株式の処分



2020年3月期決算見通し
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■当期見通し
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 売上高、利益とも期初計画を継続
 売上高 （上期進捗 52.8%）
下期にモバイル機器向け部品の量産が本格化するが、情勢に不透明感が
あるため、慎重に予想。

 経常利益 （上期進捗 41.7%）
海外の組織変革による固定費削減効果が３Qより反映。
モバイル向け部品の量産品受注増加による生産効率の向上により、利益率改善。



製品群別の動向

① ＩＣ・トランジスタ用リードフレーム

・ 車載向けは電装化率の上昇に伴い堅調に推移（当社情報）

・ 車載向けは堅調に推移、民生向け部品は前年並み
・ 当期は前期並みの水準にて推移、市場全体の本格的な復調は来期

☆ 概況

☆ 2020年3月期の見通し
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・ 「2019年Q2で市場の底を打った感じはあるが、米中貿易摩擦の影響などもあり、
市場の回復は早くても2019年Q4とみられ（略）その後、徐々に市場は成⾧」

（富士キメラ総研）
…急速な回復ではなく、来期に向けて緩やかな動きの見通し

・ 全体として、受注環境は堅調に推移（当社情報）

・ 小幅ながら前年比増を計画



■製品群別の動向

② オプト用リードフレーム

・ 「2020年後半以降は、反動から2021年にかけて一時的に需要停滞を予測。
2022年以降は引き続き安定したリプレース需要、新規ユーザー増加が見込まれ、
堅調な市場が続いていくものと予測」

（富士キメラ総研 「デジタルサイネージ市場総調査 2019」）

・ 期初から在庫調整局面にあるが、下期には新規製品の量産により挽回を期す
・ 着地として前期並みを計画

☆ 概況

☆ 2020年3月期の見通し
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・ 2019年のオプト関連半導体は通期では前年比-1.5%の見込み
（WSTS 「半導体市場予測製品別市場動向（世界市場）」）

・ 国内の大型ディスプレイのオリンピック需要はピークアウト（当社情報）



■製品群別の動向

③ コネクタ用部品

・ スマートフォン向け部品は通期では前期を上回る売上を計画

・ 車載（エアバッグ関連等）向けのコネクタは引き続き堅調な推移を見込む
生産工場（フィリピン）の生産性向上により、収益性の向上を計画

（富士キメラ総研 推定）

・ 車載用コネクタ部品の需要は引き続き堅調（当社情報）
☆ 概況

☆ 2020年3月期の見通し

・ スマートフォン部品は5G対応の端境期ではあるものの新機種は予想以上に好調
旧機種の部品も需要に伸び（当社情報）

・ ウェアラブル関連部品は市場拡大基調、売上高の底上げと量産効果や技術習熟により
収益性のさらなる向上を計画
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・ スマートウォッチの持続的成⾧、2017年～2022年まで年率7.3％増で成⾧予想

・ 一時的には米中貿易摩擦の影響等による停滞あり



■利益配当

2019年3月期 : 普通配当 30円に一部指定記念配当
５円を加え、35円を実施

2020年3月期 : 安定的な業績を見込み 普通配当のみで
35円を据え置き
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主要トピック
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■グリーンローン調達に関するお知らせ
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山梨県及び山梨大学と産官学一体で連携し推進
する「水素燃料電池の主要部品である、ガス拡散層
一体型金属セパレータ」の研究開発及び製造ラインの
確立のための資金をグリーンローンで調達いたし
ました。

水素に係る研究開発等を資金使途としたグリーン
ローンの調達は、国内では初めてであり、世界でも
類を見ない取り組みとなる見込みです。

新たな水素燃料電池スタック及びシステムを創出し
電源及び水素燃料電池自動車等への展開により
環境に配慮した水素社会の実現へ貢献して参ります。

実行日: 2019年9月30日
調達先: 株式会社三井住友銀行
（セカンドパーティ・オピニオン:

株式会社日本総合研究所）

 2019年9月にグリーンローンにて5億円を調達



■岩手工場 IATF16949認証取得
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当社は環境(ISO14001)と品質(ISO9001)を統合した
マネジメントシステムを構築し、環境にやさしいものづ
くりと高度化する品質要求への対応を図り、
企業の発展と豊かな社会の実現に貢献する事を目指して
おります。

2019年9月 エノモト岩手工場がIATF16949認証を取得
しました。

IATF16949認証とは自動車部品及び自動車用材料メー
カーを対象に「欠陥の予防」と「バラツキとムダの
削減」を達成するための自動車業界特有の品質マネジメ
ントシステム要求事項を、ISO9001:2015を基とし付加
したセクター規格です。

当社グループでは中国に続き、国内では初めての取得
となります。今後も他の工場に展開し、自動車産業の更
なる発展への貢献を目指します。



会社概要
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■会社概要

【会社名】

【英訳名】 ENOMOTO Co.,Ltd.

【証券コード】 ６９２８

【URL】 http://www.enomoto.co.jp/

【代表者】 代表取締役社⾧ 武内 延公

【問合せ先】 経営管理グループ統括執行役員 山下 久幸

【E-Mail】 ir@enomoto.co.jp

【本社所在地】 山梨県上野原市上野原８１５４－１９

【電話番号】 ０５５４（６２）５１１１（代表）

（東証一部）
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■国内拠点

・津軽工場
青森県五所川原市大字漆川字玉椿191-1

・岩手工場
岩手県上閉伊郡大槌町大槌第10地割39

・本社／本社工場（上野原）
山梨県上野原市上野原8154-19

・本社工場（塩山）
山梨県甲州市塩山熊野666
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■海外拠点

・ENOMOTO HONG KONG Co.,Ltd
香港九龍梳士巴利道3号星光行1805室

・ZHONGSHAN ENOMOTO Co.,Ltd.
広東省中山市火炬開発区逸仙工業区

・ENOMOTO PHILPPINE MANUFACTURING 
Inc.
PEZA-Gateway Business Park Javalera Gen.
Cavite Philppine.
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事業の展望、業績予想等の将来の動向にかかる記載につきましては、歴史的事
実ではないため、不確定な要素を含んでおります。

現在入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績は、今後の
様々な要因により予想と異なる結果となる可能性があることをご了承願います。

注意事項
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